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イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の
現
状
と
課
題

～
変
革
の
時
代
に
重
要
性
を
増
す
国
際
労
働
運
動
～

　

世
界
の
労
働
者
の
多
く
は
、
政
治
、
経

済
、社
会
の
各
分
野
で
一
連
の
危
機
や
不
安

定
化
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
政
治
で
は
ポ

ピ
ュ
リ
ズ
ム
や
権
威
主
義
が
台
頭
し
、分
断

松
﨑　

寛

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
・
グ
ロ
ー
バ
ル
ユ
ニ
オ
ン
書
記
次
長

や
戦
争
の
脅
威
が
広
が
る
と
同
時
に
、
民

主
主
義
が
後
退
す
る
こ
と
で
、団
結
権
、団

交
権
、ス
ト
権
と
い
っ
た
労
働
基
本
権
が
多

く
の
国
で
侵
害
さ
れ
て
い
ま
す
。
経
済
面

で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化

の
恩
恵
が
均
等
に
行
き

渡
ら
ず
、賃
金
の
停
滞
、

不
安
定
な
雇
用
、
非
正

規
労
働
の
増
加
が
見
ら

れ
、経
済
・
所
得
格
差
が

拡
大
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
A
I
を
は
じ
め
と

す
る
デ
ジ
タ
ル
化
や
自

動
化
が
職
場
に
浸
透

す
る
中
で
、
雇
用
や
仕

事
の
変
化
に
対
す
る
不

安
や
懸
念
も
広
が
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
社
会
面

で
は
、
気
候
変
動
や
環

境
破
壊
に
よ
る
産
業

構
造
の
変
化
が
加
速
し

て
お
り
、
と
り
わ
け
エ

ネ
ル
ギ
ー
産
業
や
製
造

業
の
労
働
者
に
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、世
界
的
に
広
が
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
の
中
で
、
過
当
競
争
に
よ
り
労
働
条
件

が
悪
化
し
、
労
働
者
の
健
康
や
安
全
リ
ス

ク
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
一
連

の
危
機
や
不
安
定
化
に
よ
っ
て
、
労
働
者

は
生
活
水
準
の
低
下
と
い
う
形
で
常
に
代

償
を
払
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
下
で
、
国
際
労
働
運
動

と
連
帯
を
強
化
す
る
こ
と
を
前
提
に
、
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
第
3
回
世
界
大
会（
2
 

0
2
1
年
9
月
）
で
採
択
さ
れ
た
規
約
で

は
、「（
前
略
）イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
は
、

環
境
保
護
と
並
行
し
、
す
べ
て
の
労
働
者

に
公
正
な
分
配
、良
好
な
労
働
条
件
、雇
用

お
よ
び
保
障
を
も
た
ら
す
民
主
的
、
公
平
、

か
つ
持
続
可
能
な
経
済
構
造
を
提
唱
す

る
。（
中
略
）イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
は
、全

世
界
で
労
働
組
合
権
そ
の
他
の
人
権
、
自

由
、平
和
、民
主
主
義
お
よ
び
社
会
的
公
正

の
尊
重
を
促
進
す
る
た
め
に
闘
う
。（
後

略
）」
と
、重
要
な
目
的
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

（
写
真
１
）

　

本
稿
で
は
、
こ
の
規
約
が
採
択
さ
れ
た

大
会
で
書
記
次
長
と
し
て
選
出
さ
れ
、
規

約
の
管
理
・
運
営
お
よ
び
行
動
計
画
の
執

行
を
担
う
立
場
か
ら
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ

ー
ル
の
現
状
と
課
題
、
変
革
の
時
代
に
お

け
る
国
際
労
働
運
動
の
重
要
性
や
方
向
性

を
考
察
し
ま
す
。

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の

現
状
と
課
題

　

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
が
直
面
す
る
現

状
と
課
題
に
関
し
て
最
初
に
取
り
上
げ
た

い
の
が
、特
に
新
興
国
や
発
展
途
上
国
な
ど

で
加
盟
組
合
の
多
く
が
経
験
し
て
い
る
労

働
基
本
権
の
侵
害
と
労
働
法
制
の
緩
和
・
改

悪
で
す
。
国
際
労
働
組
合
総
連
合
（
I
 T 

U
C
）の
最
新
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ラ
イ
ツ
・
イ

ン
デ
ッ
ク
ス
調
査
に
よ
る
と
、
ス
ト
ラ
イ
キ

権
侵
害
が
見
ら
れ
た
国
の
割
合
は
87
％
、団

体
交
渉
権
を
侵
害
し
た
国
の
割
合
は
79
％

と
実
に
8
割
近
く
に
な
っ
て
お
り
、75
％
以

上
の
国
が
外
国
人
や
移
民
労
働
者
を
含
む

結
社
の
自
由
を
制
限
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
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60年の歴史から新たな出発

に
、43
％
の
国
が
言
論
の
自
由
・
集
会
の
自

由
を
制
限
し
、74
カ
国
に
お
い
て
労
働
組
合

活
動
が
原
因
で
労
働
者
が
逮
捕
・
拘
束
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
指
標
は
11
年
前
の

調
査
開
始
以
来
悪
化
の
一
途
を
た
ど
っ
て

い
ま
す
。
I
T
U
C
は
調
査
報
告
発
行
に

あ
た
り
、「
こ
の
11
年
間
、
イ
ン
デ
ッ
ク
ス

は
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
地
域
で
労
働
者
の
権

利
が
急
速
に
低
下
し
て
い
る
こ
と
を
追
跡

し
て
き
ま
し
た
。
労
働
者
は
民
主
主
義
の

心
臓
で
あ
り
、彼
ら
の
声
が
聞
か
れ
る
権
利

は
、民
主
主
義
シ
ス
テ
ム
の
健
全
性
と
持
続

可
能
性
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
で
す
。
労

働
者
の
権
利
が
侵
害
さ
れ
る
と
、民
主
主
義

そ
の
も
の
が
攻
撃
さ
れ
ま
す
。
民
主
主
義
、

労
働
組
合
、そ
し
て
労
働
者
の
権
利
は
一
体

で
あ
り
、
ど
れ
か
一
つ
が
欠
け
て
い
て
は
成

り
立
た
な
い
の
で
す
。」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
過
去
5
年
間
、
労
働
者
や
労
働
組

合
に
と
っ
て
最
悪
の
国
と
指
定
さ
れ
た
国

は
、バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、ベ
ラ
ル
ー
シ
、ブ
ラ

ジ
ル
、コ
ロ
ン
ビ
ア
、エ
ク
ア
ド
ル
、エ
ジ
プ

ト
、エ
ス
ワ
テ
ィ
ニ
、ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
、イ
ン

ド
、カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、グ
ア
テ
マ
ラ
、ミ
ャ
ン

マ
ー
、チ
ュ
ニ
ジ
ア
、フ
ィ
リ
ピ
ン
、ト
ル
コ

の
15
カ
国
で
、イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
加
盟

組
合
も
こ
れ
ら
ほ
ぼ
す
べ
て
の
国
で
政
府

あ
る
い
は
経
営
者
か
ら
迫
害
を
受
け
て
い

ま
す
。
ベ
ラ
ル
ー
シ
や
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は

政
治
的
動
乱
と
独
裁
政
権
に
よ
り
、独
立
し

民
主
的
な
労
働
組
合
が
機
能
す
る
こ
と
は

ほ
ぼ
不
可
能
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
写
真
２
）

　

労
働
基
本
権
侵
害
に
関
し
て
今
後
最
も

懸
念
さ
れ
る
の
は
、ス
ト
ラ
イ
キ
権
・
団
体

交
渉
権
に
対
す
る
使
用
者
側
か
ら
の
攻
撃

で
す
。
最
近
話
題
と
な
っ
た
顕
著
な
事
例

の
一
つ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
ン
プ
前
大
統

領
が
合
法
的
な
ス
ト
ラ
イ
キ
を
行
っ
た
労

働
者
を
解
雇
し
た
実
業
家
の
イ
ー
ロ
ン
・
マ

ス
ク
氏
を
公
然
と
称
賛
し
た
こ
と
で
す
。

ト
ラ
ン
プ
氏
は
マ
ス
ク
氏
に
対
し「
あ
な
た

は
ス
ト
ラ
イ
キ
を
起
こ
さ
れ
る
と『
オ
ー
ケ

ー
。
全
員
ク
ビ
だ
』
と
言
う
。
あ
な
た
は
と

て
も
い
い
」
と
発
言
し
ま
し

た
。
ま
た
、
マ
ス
ク
氏
が
経
営

す
る
電
気
自
動
車
メ
ー
カ
ー

大
手
の
テ
ス
ラ
社
は
、
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
に
お
い
て
イ
ン
ダ
ス

ト
リ
オ
ー
ル
加
盟
組
合
の

I
F
メ
タ
ル
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

産
業
労
連
）
と
の
団
体
労
働
協

約
へ
の
署
名
を
拒
否
し
て
い

ま
す
。（
写
真
３
）
マ
ス
ク
氏

は
組
合
を
公
然
と
批
判
し
、
組

合
は
企
業
の
中
で
分
裂
や
否

定
的
な
傾
向
を
生
み
出
す
た

め
労
働
権
は
「
当
社
の
コ
ン
セ

プ
ト
」
に
含
ま
れ
て
い
な
い
と

の
主
張
を
続
け
て
い
ま
す
。（
詳

細
は
J
C
M
第
1
8
0
号
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
・
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
ニ
ュ
ー
ス
を
参
照
。）
こ
う
し
た
使

用
者
に
よ
る
攻
撃
は
国
際
労
働
機
関

（
I
L
O
）に
も
波
及
し
て
お
り
、使
用
者
側

は
ス
ト
ラ
イ
キ
権
が
I
L
O
条
約
第
87
号

に
明
記
さ
れ
て
い
る
事
実
に
も
異
議
を
唱

え
て
い
ま
す
。
テ
ス
ラ
社
の
よ
う
に
絶
大

な
経
済
的
・
政
治
的
影
響
力
が
あ
る
多
国
籍

企
業
の
こ
の
よ
う
な
横
暴
が
ま
か
り
通
る

状
況
が
続
け
ば
、労
働
権
の
根
幹
を
な
す
ス

ト
権
と
団
結
権
は
ま
す
ま
す
軽
視
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、ス
ト
権
を
奪
わ
れ
た
労
働
者

は
賃
金
交
渉
や
労
働
条
件
、職
場
に
お
け
る

尊
厳
に
関
し
て
無
防
備
な
状
態
に
陥
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。
現
在
、
I
L
O
の
理
事

会
は
こ
の
ス
ト
権
に
関
す
る
案
件
を
国
際

司
法
裁
判
所
に
付
託
し
、判
決
を
求
め
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、国
際
労
働

組
合
運
動
が
敗
北
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
な

い
案
件
で
あ
り
、ス
ト
権
確
保
に
向
け
て
世

界
中
の
労
働
者
・
労
働
組
合
か
ら
の
強
力
な

連
帯
支
援
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
産
業
構
造
や
雇
用
・
労
働
の
変
化
へ

の
対
応
で
す
。
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の

鉱
業
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
製
造
業
の
加
盟
組
合

は
、急
速
に
進
行
す
る
デ
ジ
タ
ル
化
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
転
換
に
よ
り
新
た
な
課
題
に
直

［写真2］�ミャンマーの民主化の回復を求めＩＬＯ憲章第33条の履行を要求する国際産業
別労働組合の合同デモの様子
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面
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
人
工
知
能（
A
 

I
）は
既
存
の
雇
用
と
労
働
条
件
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
と
予
測
さ
れ
て
お
り
、経
済

協
力
開
発
機
構
（
O
E
C
D
）な
ど
国
際
機

関
の
調
査
報
告
に
よ
る
と
、世
界
全
体
で
は

今
後
5
年
間
に
ほ
ぼ
4
分
の
1
の
仕
事
が

変
化
す
る
と
予
想
さ
れ
、製
造
・
金
融
部
門

の
労
働
者
の
60
％
が
向
こ
う
10
年
間
に

A
I
に
仕
事
を
奪
わ
れ
る
こ
と
を
心
配
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
職
場
で
の
監
視
強
化
、

精
神
的
ス
ト
レ
ス
の
高
ま
り
、ア
ル
ゴ
リ
ズ

ム
管
理
に
起
因
す
る
偏
見
や
差
別
の
リ
ス

ク
な
ど
、
A
I
が
労
働
者
の
権
利
に
も
た

ら
す
潜
在
的
リ
ス
ク
も
顕
在
化
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。
A
I
は
世
界
の
企
業
収
益
に
お

い
て
価
値
を
生
み
出
す
一
方
で
、世
界
雇
用

の
か
な
り
の
部
分
が
規
制
さ
れ
な
い
A
I

に
さ
ら
さ
れ
て
お
り
、特
に
発
展
途
上
国
に

お
い
て
社
会
不
安
と
さ
ら
な
る
不
平
等
を

生
み
出
し
て
い
ま
す
。

　

若
者
の
労
働
力
人
口
が
急
増
し
て
い
る

ア
ジ
ア
の
新
興
国
、と
り
わ
け
イ
ン
ド
に
お

い
て
は
若
年
層
の
失
業
率
が
深
刻
な
社
会

問
題
と
な
っ
て
お
り
、失
業
率
は
中
等
教
育

以
上
の
若
者
で
約
2
割
、大
学
卒
業
者
で
は

3
割
近
く
に
ま
で
達
し
て
い
ま
す
。
イ
ン

ド
で
は
2
0
2
0
年
の
解
雇
規
制
の
緩
和

に
よ
り
、従
業
員
3
0
0
人
以
下
の
企
業
は

政
府
の
承
認
な
し
で
労
働
者
を
解
雇
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
仕
事

が
技
術
革
新
に
よ
り
置
き
換
え
ら
れ
る
な

か
で
、
3
0
0
人
以
下
の
事
業
所
で
は
い

つ
で
も
解
雇
さ
れ
る
不
安
定
な
労
働
を
強

い
ら
れ
る
な
ど
、若
者
の
雇
用
状
況
は
厳
し

さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　

気
候
変
動
対
策
が
急
務
と
な
る
な
か
で
、

脱
炭
素
社
会
に
向
け
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
移
行
な
ど
産
業
構
造
も
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
を
含
め
急
速
に
変
化
し
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、電
気
自
動
車（
E
V
）へ
の

需
要
の
増
加
に
伴
い
、雇
用
と
技
能
の
大
規

模
な
移
行
が
バ
ッ
テ
リ
ー
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
内
で
起
こ
っ
て
お
り
、
世
界
的
に
は

2
0
3
0
年
ご
ろ
に
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

全
体
で
合
計
1
0
0
0
万
人（
過
半
数
が
新

興
国
）
の
雇
用
創
出
が
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
一
方
で
、
バ
ッ
テ
リ
ー
の
主
な
原

料（
コ
バ
ル
ト
、リ
チ
ウ
ム
、銅
、ニ
ッ
ケ
ル
）

を
め
ぐ
る
争
い
は
、人
権
侵
害
や
環
境
破
壊

（
児
童
労
働
、強
制
労
働
、先
住
民
の
居
住
環

境
の
破
壊
、
森
林
破
壊
、
水
不
足
な
ど
）
を

招
い
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
全
体
で
は
労
働
組
合
の
組
織
率
が
低

下
し
て
お
り
、先
述
の
テ
ス
ラ
社
を
は
じ
め

バ
ッ
テ
リ
ー
関
連
産
業
に
参
入
し
て
い
る

新
興
多
国
籍
企
業
で
は
労
働
者
の
権
利
侵

害
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

労
働
災
害
の
増
加
も
深
刻
で
、イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
ス
ラ
ウ
ェ
シ
島
で
ニ
ッ
ケ
ル
を
生

産
す
る
中
国
系
企
業
の
青
山
鋼
鉄
集
団
の

第
41
製
錬
所
で
は
、昨
年
12
月
に
溶
鉱
炉
が

爆
発
し
、現
地
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
と
中
国
人

を
含
む
24
人
が
死
亡
、35
人
が
重
軽
傷
を
負

い
ま
し
た
。（
写
真
４
）
ま
た
、
ド
イ
ツ
の
テ

ス
ラ
社
の
工
場
で
は
過
去
2
年
間
で
2
 
0
 

0
件
以
上
の
労
災
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、高

ま
る
バ
ッ
テ
リ
ー
需
要
を
背
景
に
急
成
長

を
遂
げ
莫
大
な
利
益
を
得
て
い
る
企
業
に

お
い
て
安
全
衛
生
が
置
き
去
り
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の
多
く
の
加
盟

組
合
は
、産
業
構
造
・
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

の
変
化
に
対
応
し
た
組
織
化
や
安
全
衛
生

活
動
の
強
化
な
ど
労
働
基
本
権
の
確
保
を

図
る
べ
く
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る

人
権
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
推
進
や

新
た
な
産
業
政
策
の
立
案
な
ど
、労
働
者
の

公
正
な
移
行
に
向
け
た
組
織
戦
略
を
必
要

と
し
て
い
ま
す
。

変
革
の
時
代
に
お
け
る

こ
れ
か
ら
の
国
際
労
働
運
動

　

混
沌
と
し
た
変
革
の
時
代
に
お
い
て
、イ

ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
が
推
進
す
べ
き
国
際

労
働
運
動
は
ど
の
よ
う
に
あ
る
べ
き
か
。

昨
年
6
月
、南
ア
フ
リ
カ
・
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン

で
開
催
さ
れ
た
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
中

間
政
策
会
議（
写
真
５
）
で
は
、
過
去
2
年

間
の
活
動
を
振
り
返
り
、ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
の
主
要
テ
ー
マ
で
あ
る「
世
界
の
不
平
等

拡
大
へ
の
取
り
組
み
」、「
組
織
化
に
よ
る

組
合
の
力
の
強
化
」、「
企
業
お
よ
び
ブ
ラ

ン
ド
に
対
す
る
戦
略
・
行
動
」、「
公
正
な
移

行
を
通
じ
た
未
来
の
形
成
」
と
い
う
4
つ

の
中
核
分
野
に
お
い
て
集
中
的
に
議
論
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

活
発
な
議
論
の
結
果
、絶
え
間
な
い
組
織

化
へ
の
努
力
、多
国
籍
企
業
・
ブ
ラ
ン
ド
企

業
お
よ
び
そ
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
お

け
る
拘
束
力
あ
る
人
権
デ
ュ
ー
デ
リ
ジ
ェ

ン
ス（
D
D
）の
確
保
、
そ
し
て（
2
0
2
3

年
の
I
L
O
総
会
で
採
択
さ
れ
た
）
持
続

可
能
な
経
済
・
社
会
に
向
け
た
公
正
な
移
行

と
社
会
対
話
の
促
進
な
ど
、今
後
の
優
先
事

項
が
特
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
優
先

事
項
に
取
り
組
む
た
め
に
は
、産
業
の
垣
根

を
超
え
た
労
働
組
合
の
連
携
が
必
要
で
あ

り
、時
に
は
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
で
関
係
が

［写真4］�世界労働安全衛生デーのキャンペーンとして、インドネシアにおける
ニッケル産業の労働安全衛生確保を求める加盟組織組合集会
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深
い
他
の
国
際
産
業
別
組
合
（
例
え
ば
、

U
N
I
グ
ロ
ー
バ
ル
ユ
ニ
オ
ン
や
国
際
運

輸
労
連（
I
T
F
）な
ど
）と
の
協
力
も
不
可

欠
で
す
。
製
造
業
、
鉱
業
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
産

業
の
労
働
者
を
代
表
す
る
世
界
最
大
の
国

際
産
別
組
合
で
あ
る
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー

ル
が
、今
後
も
国
際
労
働
運
動
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
重
要
性
は
ま
す
ま
す

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、変
革
の
時
代
に
お
け
る
国
際
労

働
運
動
の
推
進
に
お
い
て
最
も
重
要
な
前

提
条
件
は
、平
和
と
民
主
主
義
を
守
る
た
め

の
国
際
連
帯
の
意
義
と
そ
の
あ
り
方
を
再

確
認
す
る
こ
と
で
す
。
過
去
3
年
間
、政
治

的
動
乱
や
戦
争
が
多
く
の
国
に
影
響
を
及

ぼ
し
、労
働
者
に
と
っ
て
深
刻
な
課
題
が
生

じ
て
い
ま
す
。
前
述
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
や
ベ

ラ
ル
ー
シ
に
加
え
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
2
年

以
上
に
わ
た
り
戦
争
が
続
き
、何
十
万
人
も

の
死
傷
者
を
出
し
、い
ま
だ
に
終
息
の
兆
し

が
見
え
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、ガ
ザ
に
お
け
る

戦
争
は
1
年
以
上
も
続
き
、そ
の
影
響
は
壊

滅
的
で
す
。
こ
れ
ま
で
（
2
0
2
4
年
9
月

20
日
時
点
で
）4
3
0
0
0
人
以
上
が
死

亡
し
て
お
り
、そ
の
多
く
は
女
性
や
子
ど
も

を
含
む
民
間
人
や
労
働
者
で
す
。
ガ
ザ
の

広
範
囲
が
破
壊
さ
れ
、飢
饉
の
危
機
も
迫
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
地
域
に
お
け
る
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の
加
盟
組
織
は
、戦
争

の
早
期
終
結
と
通
常
の
労
働
組
合
活
動
へ

の
復
帰
を
強
く
望
ん
で
い
ま
す
。

　

我
々
は
、民
主
主
義
の
た
め
に
命
が
け
で

戦
っ
て
い
る
人
々
を
決
し
て
忘
れ
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
戦
争
や
紛
争
は
、時
と
し
て
労

働
組
合
間
の
分
裂
を
招
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
一
方
で
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
を

は
じ
め
と
す
る
国
際
労
働
運
動
や
国
際
産

業
別
労
働
組
合
は
、
1
3
0
年
以
上
の
歴

史
の
中
で
二
度
の
世
界
大
戦
を
乗
り
越
え
、

多
く
の
変
革
を
経
験
し
な
が
ら
、
国
境
、
文

化
、言
語
、宗
教
の
壁
を
越
え
て
、労
働
者
の

連
帯
の
力
で
平
和
と
民
主
主
義
の
確
立
に

向
け
た
大
き
な
社
会
的
役
割
を
果
た
し
て

き
ま
し
た
。
今
後
も
、イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー

ル
は
国
際
労
働
運
動
を
牽
引
し
、「
パ
ン
と

自
由
と
平
和
」
を
連
帯
の
力
で
守
り
抜
く

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
か
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

運
動
の
け
ん
引
役
と
し
て

こ
れ
か
ら
も
Ｊ
Ｃ
Ｍ
の
役
割
に

期
待

　

J
C
M
は
1
9
6
4
年
の
設
立
以
来
、旧

国
際
金
属
労
連
（
I
M
F
）の
時
代
か
ら
現

在
の
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
に
至
る
ま
で
、

J
C
M
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る

主
要
な
労
働
組
合
と
し
て
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
き
ま
し
た
。イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー

ル
は
、行
動
計
画
に
お
い
て
、平
和
、民
主
主

義
、そ
し
て
労
働
者
の
基
本
的
権
利
の
た
め

の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
労
働
組
合
の
連
帯
と
協

力
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
こ
の
行
動
計
画

に
対
す
る
J
C
M
の
全
面
的
な
支
援
は
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の
活
動
推
進
の
大
き

な
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

オ
ー
ル
は
来
年
11
月
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

で
開
催
さ
れ
る
第
４
回
世
界
大
会
で
新
た

な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と
規
約
を
採
択
す

る
予
定
で
す
。
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
優

先
事
項
・
重
要
課
題
に
対
応
し
て
い
く
た
め

に
は
、
安
定
的
か
つ
効
率
的
な
組
織
運
営
・

財
政
運
営
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
J
C
M
は

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の
屋
台
骨
を
さ
さ

え
る
主
要
加
盟
組
織
で
あ
り
、ア
ジ
ア
太
平

洋
地
域
の
運
動
推
進
の
リ
ー
ド
役
で
も
あ

り
ま
す
。
今
後
も
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル

の
運
動
の
け
ん
引
役
と
し
て
、変
革
の
時
代

に
対
応
す
る
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に

向
け
た
知
見
の
共
有
や
、産
業
の
垣
根
を
超

え
た
労
働
組
合
間
の
協
力
の
強
化
な
ど
、

引
き
続
き
J
C
M
の
積
極
的
な
貢
献
を
期

待
し
て
い
ま
す
。
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